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ふれあい友好パーティー

公式訪問団は、「都留市民歌」、「都留音頭」、「市民愛
唱歌」、「武田節」の4曲や、日本舞踊、自護衛（じきょ
うじゆつ）を披露しました。また、ヘンダーソンビル

友好委員会からは、マイク・バトラーさんによる楽器
演奏と歌の披露がありました。多くの方が異文化に触
れ、非常に盛り上がったパーティーとなりました。

臆都留市からの訪問を

知らせる展示。図書館

でのこうした告知に
よって、非常に多くの
ヘンダーソンビル市民

がパーティに参加し、

公式訪問団を歓迎して
くれました。
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ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ビ
ル
市
で
は
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
の
交
流
事
業
と
並
行

し
、
今
後
の
交
流
計
画
な
ど
を
話
し
合

う
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

双
方
の
市
長
、
友
好
委
員
会
会
長
・

副
会
長
、
友
好
委
員
会
メ
ン
バ
ー
、
高

等
学
校
交
流
担
当
者
に
加
え
、
本
市
か

ら
青
年
会
議
所
、
国
際
交
流
担
当
者
が

出
席
す
る
中
、
今
後
の
交
流
計
画
に
つ

い
て
の
調
整
や
、
現
在
行
っ
て
い
る
よ

う
な
公
的
な
交
流
の
み
で
は
な
く
、
家

族
単
位
や
個
人
単
位
で
の
交
流
を
充
実

さ
せ
て
い
く
た
め
の
話
し
合
い
が
を
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
2
5
年
に
は
姉
妹
都
市
提

携
0
0
周
年
を
迎
え
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ビ

ル
市
か
ら
公
式
訪
問
団
が
来
市
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
こ

の
内
容
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
双
方
に

お
い
て
提
携
0
0
周
年
と
い
う
大
き
な
節

目
に
向
か
っ
て
努
力
を
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

訪
問
団
が
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
ビ

ル
を
離
れ
る
前
日
、
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
ビ
ル
市
と
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン

ビ
ル
友
好
委
員
会
に
よ
る
、
「
ふ

れ
あ
い
友
好
パ
ー
テ
ィ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
ー
テ
ィ

は
、
何
日
も
前
か
ら
ヘ
ン
ダ
ー

ソ
ン
ビ
ル
図
書
館
に
お
い
て
一

般
に
告
知
さ
れ
、
ど
を
た
で
も

参
加
で
き
る
よ
う
に
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
非

常
に
盛
況
で
、
出
し
物
の
発
表

や
、
両
市
、
両
友
好
委
員
会
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。


